
 

新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード 

第２回会議 議事概要 

 

１ 日 時：令和４年８月 22 日（月）18:00～20:00 

 

２ 場 所：県庁６階第２特別会議室 

 

３ 出席者： 

（構成員） 

島田 勝也 座長、田名 毅 副座長、渕辺 美紀 構成員 

米須 義明 構成員、與那覇 正人 構成員、金城 武 構成員、 

幸田 すがよ 構成員、東盛 政行 構成員、屋比久 猛義 構成員 

  （参考人） 

    宮里 大八 沖縄市経済文化部観光スポーツ振興課主幹 

    佐和田 勇人 沖縄県文化観光スポーツ部空手振興課長 

（沖縄県） 

池田 竹州 副知事、島袋 芳敬 政策調整監、 

糸数 公 保健医療部長、松永 享 商工労働部長、 

宮城 嗣吉 文化観光スポーツ部長 

高山 義浩 保健医療部感染症医療確保課主幹（医師）、 

佐々木 秀章 沖縄県医療コーディネーター 

 

４ 議 題：今後の社会・経済活動の方向性について 

「感染拡大期におけるイベント開催について」 

 

５ 主な意見 

別表のとおり 

 

 



別表

第２回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード

各構成員からの意見

番号 区分 意見の内容

1
であった。

療界として重要であると思うので、機会を見て発言していきたい。

2
れよりも徹底した対策をいかに講じるかということを議論した方がよいのではないか。

3
か。

さんと議論させていただきたい。

4
ら、ポジティブにやっていきたい。

5
ては、参加人数を見ながら、延期、中止を検討していく必要があるのではないか。

6
し、いつまでやらないでいるかと言われても、答えることができない。

7 サーまつりは、延期でよかったと思う。感染が収まってきたら、日頃の成果を発表できる場として、感染対策を心
掛けて実施してもらいたい。

イベント開催について
の認識

1



第２回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード

各構成員からの意見

番号 区分 意見の内容

8
で、今回も参加を断念した。来年には是非参加できることを願っている。

9 であることから、それを止めるのではなく、感染を抑えながら開催する方向で前向きに考えないと、今後社会が
継続できなくなってしまう。

10
のような状況にあっても、社会活動が継続できる仕組みを考える必要がある。

11 向で考えなければ、地域文化も廃れるし、子供たちの情操的な部分の教育も重要であり考慮しなければならな
い。

12
ないのであれば、アルコールを出していないか、マスクは着用しているかなどのチェックを行いながら開催してい
く方向だと思う。どのようにすればイベントが開催できるかということを、この会議で議論ができればよいと思って
いる。

13
コールを抑えることはどうかと思ったところである。

14 サーまつりは、屋外のため、様々な入口から入れるので管理が難しいが、入口の制限を行い、感染対策を行え
ば、開催は可能ではないか。

15
れるようにし、飲食も限られたエリアで、人数を制限するなど考えてもよいのではないか。

イベント開催について
の認識

開催にあたっての具
体的な感染対策につ
いて
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第２回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード

各構成員からの意見

番号 区分 意見の内容

16 経済界の皆様には、ワクチン接種を推奨することが、経済活動を再開させる一番の近道だということをコロナ対
策として取り組んでいただきたい。

17
とについては、非常に心強い。

18
ち帰り、進めていきたい。

19 まざるを得ず、休むことにより収入が得られないというようなことが、一部保護者にあると聞くので、企業の方の
理解も必要である。

20
チン接種の必要性、重要性をもっと周知する必要がある。

21 にくいと聞いている。また、検査キットで検査しようにも購入できない、高額となっているとの話も聞いている。こ
のようなことも検討していく必要があるのではないか。

22
が安定するのではないか。検査キットを手軽に購入できるようなシステムづくりが必要ではないか。

23
その他（病床確保に
ついて）

が、施設から陽性者が出たときにすぐに入院させることができれば、感染拡大が止められるので、入院できる病
室を確保して欲しい。

その他
（ワクチン接種の推奨
について）

その他（アプリ・検査
キットについて）
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第２回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード

各構成員からの意見

番号 区分 意見の内容

24 で次々感染していくが２人目からは、病院にも行かず陽性登録もしない。結局６人家族の中でコロナ陽性として
は登録は１人だけだったという例もあり、こういった例は結構多いのではないか。

25

26

ない。陽性者の症状が軽ければ、濃厚接触者は仕事に行くこともあると聞く。また、小規模な飲食業は、１人が
休むと、人手が足りなくなるので、陽性でもマスクをすれば大丈夫だから出てくるようにとの話もあり、結果、従業
員や客に感染を広げている部分もあると思う。

う。

27
その他（感染対策の
普及啓発について）

ならないよう、きちんと感染対策を、職場内で指導するなり、或いは広報するなりやっていただければよいと思
う。

その他（感染者の実
態について）
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